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呼吸器感染症に対す るsparfloxacinの 有用性 につ いて
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Sparfloxacinの 呼 吸 器 感染 症 に対 す る有 用性 を検 討 した。

対 象 は呼 吸 器 感 染症10例 。 年 齢17～76歳 。 性 別 は 男性6人,女 性4人 。 疾 患 は慢 性 気管 支 炎5

例,急 性 気 管 支 炎1例,気 管 支 拡 張 症,気 管 支 肺 炎,マ イ コプ ラズ マ 肺 炎,感 染 を 伴 った肺 気 腫 各

1例 。 基 礎 疾 患.合 併 症 は全 例 に認 め られ,慢 性 副 鼻 腔 炎3例,肺 癌3例,肺 気 腫 症3例 な ど。 起

炎 菌 の検 出 は経 気 管 吸 引 法(transtracheal aspiration,TTA)で 行 った。TTA検 出 菌 は7菌 種

15株 検 出 され,7例 が 単 独 菌.3例 が 複 数 菌 検 出 で 菌 別 に はHaemophilus influenzae4株,

Streptococcus pneumoniae2株,Branhamella calarrhalis2株.Mycoplasma pneumoniae

1株 な どで あ った。 本剤 投与 量 は200mgま たは300mgを1日1回,投 与 期間 は5～19日 であ った。

臨 床 効 果 は著 効1例,有 効9例 で,有 効 以 上 の 有効 率 は100%で あ った。 細 菌学 的 に は 全 株 消 失

した。

副 作 用 は1例 に 軽度 の皮 疹 が 出 現 。 臨 床 検 査値 異 常 は1例 に 軽度 のGPTの 上 昇,好 酸 球 増 多 が

認 め られ た 。

以 上 よ り,本 剤 は呼 吸 器 感 染 症 に有 用 な薬 剤 とな る可 能 性 が 示唆 され た。
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Clinical efficacy

Sparfloxacin(SPFX)は 大 日本製薬㈱総合研究所

で開発された経口用 ピリドンカルポン酸系抗菌剤であ

る。本剤はオキソキノリン骨格の5位 にアミノ基を,6

位と8位 にフッ素を,7位 に3,5-ジ メチルピペラジ

ニル基を有す る。 本剤の抗菌 スペ ク トルは幅広 く

Streptococcus pneumoniaeか らPseudomonas

aeruginosaま で抗菌力を有するとされている。今回,

我々は,本 剤の呼吸器感染症に対する有効性と安全性を

検討したので報告する。

対象は平成元年2月 ～7月 にかけ,当 科に入院した呼

吸器感染症10例 である(Table1)。 年齢は17～76

歳,性 別は男性6例,女 性4例 。疾患は慢性気管支炎5

例,急 性気管支炎1例,気 管支拡張症,気 管支肺炎,マ

イコプラズマ肺炎,感 染を伴った肺気腫各1例 である。

基礎疾患,合 併症は,全 例に認められ慢性副鼻腔炎3

例,肺 癌3例,肺 気腫症3例 などであった。感染症の重

症度は,軽 症の1例 を除いて全て中等症である。

起炎菌の検出は経気管吸引法(transtracheal aspi-

ration,TTA)で 行 った。TTAは 頸部をヨードチンキ

とハイボアルコールで消毒後,甲 状軟骨と輪状軟骨の間

Fig. 1. Schematic procedure of transtracheal 

aspiration

の表皮を0.5%キ シ ロカインで麻酔。その後16Gの

Venula静 脈留置針(内 針径1.1mm,外 針径1.6mm)

で穿刺 し,外 針を気管内に送 り,内 針を抜去後50ml

注 射器を接続 して気管内分泌物を吸引する方法である

(Fig.1)。 採取 した検体は,直 ちに市販の嫌気ポー

夕一に移した後,グ ラム染色と細菌培養を行った。

*〒63-1欄 原 市四条町840
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Table 1. Summary of the cases treated with sparfloxacin

TTA: transtracheal aspiration 
*these cases were treated in the dose—finding study of sparfloxacin

今 回,TTAか ら は7菌 種15株 が 検 出 され,そ の うち

単 独 菌検 出が7例,複 数 菌 検 出が3例 で あ っ た。 単 独 菌

検 出 で は,7例 の う ちHaemophilus influenzae3

例,Branhamella catarrhalis2例,S.pneumoniae,

Mycoplasma pneumoniaeが そ れ ぞ れ1例 ず つ で あ っ

た。 複 数 菌 検 出 の3例 は,Bacteroides intermedius+

Streptococcus viridans +Neisseria pharingis,

H.influenzae+S.viridans+N.pharingis,S.

pneumoniae+N.pharingiisで あ っ た。 菌 別 に はH.

influenzae4株,S.pneumoniae2株,B.catarrhalis

2株,M.pneumonia1株,B.intermedius1株 な

どで あ っ た。

本 剤200mgま た は300mgを1日1回 朝 食 後 経 口投

与 した。1日200mgは8例,300mgは2例 で あ っ

た。 投 与 日数 は5～19日 で あ った。

臨 床 効 果 の 判 定 は,咳 徽,喀 出痰 の 量 お よ び性 状,発

熱,呼 吸 困 難 な どの 自覚症 状,赤 沈,CRP,白 血 球 数,

胸部X線 像などの諸検査を指標とし,以 下の基準によ

り4段 階に区分した。

著効:1週 間以内にほとんどすべての症状,所 見が改

善した場合。

有効:著 効基準に達 していないが,本 剤投与にて充分

な治療効果が得られた場合。

やや有効:本 剤投与にて何らかの改善が得 られた場

合。

無効:改 善が全く認あられなかった場合。

本剤使用中の副作用については,臨 床経過を詳細に観

察し,薬 剤によると思われる随伴症状を見落とさないよ

うに した。また,投 与前後における血液検査(赤 血球

数,ヘ モグロビン,ヘ マ トクリット,白 血球数 血液

像),肝 機能 検査(GOT,GPT,ALP,γ-GTP,

T-BiL),腎 機能検査(BUN,ク レアチニン)な どの

検査を行い,薬 剤による影響の有無を調べた。

臨床効果は,著 効1例,有 効9例 で有効以上の有効率
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Table 2. Clinical effect of sparfloxacin on respiratory tract infection

Efficacy rate=(excellent + g(xxl)/total

Table 3. Organisms isolated by transtracheal aspiration and clinical effect of sparfloxacin

Efficacy rate=(excellent + good)/total

は100%で あ った。疾患別に臨床効果をみると慢性下気

道感染症である慢性気管支炎では5例 中5例 に有効,感

染を伴った肺気腫の1例 も有効,気 管支拡張症の1例 も

有効,急 性気管支炎の1例 も有効であった。肺炎では,

気管支肺炎の1例 では著効,マ イコプラズマ肺炎の1例

では有効で,有 効率は100%で あ った(Table2)。

検 出菌別の有効率をみるとH.influenzae検 出例4

例中4例 に有効,S.pneumoniae検 出例2例 中1例 に

著効,1例 に有効,B.catarrhalis検 出例2例 中2例

に有 効で あ った。 その 他で はB.intermedius,

M.pneumoniaeの1例 もそれ ぞれ有効 であ った

(Table3)。

検出された7菌 種15株 の うち,起 炎菌と考え られる

S.pneumoniae,H.influenzae,B.cacatarrhalis,M,

pneumoniae,B.intermediusの 計10株 は全て除菌

された(Table4)。

副作用は1例(症 例1)に 皮疹が出現 した。皮疹は本

剤投与後2日 目に出現,そ のまま本剤投与を続行し,治

癒 したため6日 後に本剤の投与を中止 したところ,す み

やかに消失 し本剤との因果関係が考えられた。また,臨

床検査値の変動では症例9に 軽度の好酸球増多,GPT

の軽度上昇が認められたが,本 剤投与終了後に改善し,

本剤との因果関係が考えられた。

Fig.2に 示 した症例は76歳,男 性,間 質性肺炎,肺

癌,糖 尿病の精査 ・治療のため当科に入院中であった。

平成1年2月 初めより感冒罹患。その後2月8日 より
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Table 4. Bacteriological effect of sparfloxacin

Eradication rate = (eradicated + replaced) / total

Fig. 2. Clinical course of case no.1 (76 yrs., male, bronchopneumonia)

38℃ の発熱出現,咳 嗽の増悪,喀 痰の膿性化を認めた。

胸部X線 所見上新たな湿潤影出現,検 査所見では白血

球12900/μ1,CRP10.1mg/dlと 上 昇,2月9日

TTA施 行 したところ,S.pneumoniaeを 検出。本菌

による気管支肺炎と診断 し,2月9日 より,本 剤1日

200mgの 投与を開始 した。経過は良好で,本 剤投与翌

日より平熱に復 し,WBC,CRPも すみやかに正常に復

し,著 効と判定 した。

最近ピリドンカルボン酸系抗菌剤の開発は目覚まし

く,そ の抗菌力の良さから日常臨床において繁用されて

いる。しかし,呼 吸器感染症においては,こ れらの薬剤

はS.pneumoniaeに 対する抗菌力が弱いたあ比較的使

い に く い 薬 剤 で あ っ た。 し か し,sparfloxacinは

S.pneumoniaeか らP.aeruginosaま で 幅 広 い抗 菌 力

を 有 し,更 にMycoplasma,Chlamydia,Legionella,

2ycobacteriumに 対 して も良好 な抗 菌 力 を 有 す ると さ

れ1～4),呼 吸 器 感 染症 の 起 炎菌 とな り うる多 くの 細 菌 に

対 し,抗 菌 力 を有 す る ことか ら,臨 床 に お いて は有 用 な

薬 剤 とな りう る と考 え られ る。

今 回 の 我 々 の 検 討 で は,呼 吸 器 感 染 症10例 に 投 与

し,著 効1例,有 効9例 で有 効 以 上 の 有 効 率 は100%と

満足 で きる成績 であ った。今 回の起炎菌 はS.pneumoniae,

H.influenzae,B.caiarrhalisな どの 呼 吸 器 感 染 症 の

主 要 な 起 炎 菌 に加 え て 嫌 気 性 菌 のB.intermedius,M.
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pneumoniaeも 含 まれ多彩であったが,本 剤の抗菌力

が発揮され,す べて除菌され、臨床効果は100%に 有効

であった。また,本 剤は1日1回 の投与で良好な臨床効

果をあげることが出来たことは特記すべきことであり,

今後,quality of lifeの 面から呼吸器感染症の治療を改

善できる可能性が示唆された。副作用は1例 に皮疹,1

例に好酸球増多とGPTの 上 昇が認められたのみで,い

ずれも軽度であり安全性 も高いと考えられる。

以上より,sparfloxacinは 呼 吸器感染症の治療に有

用な薬剤となることが示唆された。
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We assessed the clinical efficacy of sparfloxacin, a newly synthesized pyridonecarboxylic acid 
derivative, in respiratory tract infections. 

A total of 10 patients, 17-76 years of age, 6 males and 4 females, with respiratory tract infections 
were treated with sparfloxacin. The patients were diagnosed as chronic bronchitis in five cases and 
acute bronchitis, bronchiectasis, mycoplasma pneumonia and pulmonary emphysema with infection 
in one case each. Underlying diseases and complications were recognized in all of the cases, and 
they included chronic sinusitis, lung cancer and pulmonary emphysema in three cases each. The 
number of causative organisms collected by the transtracheal aspiration (TTA) method were IC 
isolates consisting of 5 strains. Seven cases were monomicrobial infections and three cases were 
polymicrobial infections. Four strains of Haemophilus influenzae, two of Streptococcus pneumoniae, 
two of Branhamella catarrhalis and one of Mycoplasma pneumoniae were isolated. 200 or 300 mg of 
sparfloxacin was administered to the patients once a day for 5 to 19 days. 

The clinical efficacy of sparfloxacin was rated as excellent in one case and good in 9 cases, giving 
an efficacy rate of 100%. All the strains isolated were eradicated. Mild eruption was observed in one 
case, and a mild elevation of GPT and eosinophils was noticed in one case. 

From these results, we conclude that sparfloxacin would prove to be a useful drug to treat 
respiratory tract infections.


